「パパはロボット」

平成２９年度桜丘中学校演劇部都大会上演台本　　12月15日版
登場する人、動物　配役表（登場順）

長女

PPー０１０３

弟

母

黒い一団１～
教授

お隣さん

ニワトリ

先輩

電車のアナウンス

場内アナウンス
カラス

フクロウ

先生（Ａ先生）
生徒

他の先生（Ｂ、Ｃ先生）
校長

副校長

ヘリ

　　これ以外にたくさんの人々（声援する人たち、街の通行人）
◯１　プロローグ

音楽①　（栗コーダーカルテッド「お祖父さんの11カ月」）ＯＮ
　　　　　　　　　　　　
幕が開く。

出演者全員が登場している。群読。　
舞台前方の中央、上手、下手側に分かれて立つ。
どこかの国の誰かの話

信じられないありえない話

パパがロボットになっちゃった。

無敵のロボット

スーパーロボット

なんでもできちゃう完璧ロボット

ってわけじゃ全然ないんだけど

誰かのために

あの子のために

がんばるロボット

そんなお話　　
さあさあ始まる始まるよ！

全員退場。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
―音①ＯＦＦ
◯２　夕暮れ、リビング
長女舞台に入って来る。どうやらリビングのようだ。そんなに広くはない。

長女　　ただいま〜。・・・あれ？誰もいないのー？　ちょっとー。お母さーん？　あれ？　買い物にでも行ったのかな？

舞台奥に目立たぬように立っていた何かが動き始める。

何か　　ピコン。パキューンウィン・ウィンウィン。
長女　　え？　なに？

何か　　カシューン！　カシューン！　ガキンガキンガキン！
長女　　え？　これ？　なんなの？

何か　　オカエリナサイ。
長女　　え？ 
何か　　コワガラナイデ。（触れようとする）
長女　　（逃げながら）いやーーーー！

何か　　ア！シツレイシマシタ。モードチェンジ。ポチットナ。ピシュン。パシューン。（急に調子変わってダンディな雰囲気）おかえり。待ってたよ。
長女　　え？　何なの？

何か　　え？　何なのって・・・・え？？
長女　　お母さん!!　誰か！

何か　　（ダンディに）うーん困ったなあ。
長女　　困ってるのはこっちよ!!
何か　　あ、この感じじゃない？　じゃあ、こっちかな？　ポチッとな。ピシュン。パシューン。（急に調子が変わって）よぐけってきたな。えらかったべ？　こっちゃこ。こっちゃきてまんまけ。

長女　　は？

何か　　ああ、わがんねが。したらば。ポチッとな。ピシュン。パシューン。（急に調子が変わって怒鳴り声）まったく！こんな時間まで何やってたんだ!!
長女　　は？　こんな時間ってあんたは何やってんのよ！

何か　　しまった。中学生女子に厳しいのはダメか。ポチッとな。ピシュン。パシューン。（急に調子が変わってノリノリで）おっかっえり〜〜〜。う〜〜ん会いたかったなり〜〜。
（ＰＰ飛びつく）（長女かわす）
長女　　いやーーーー！　(かわす)
何か　　仲良くやるなりよ〜〜！（またも飛びつく）（長女かわす）
長女　　やめて！　変態！（近くにあるホウキなどを手にとって臨戦態勢、振り回す）

何か　　危ないなり!!
長女　　近寄らないで!!（振り回す）

何か　　（逃げ回りながら）うわっ！　うわっ！　うわっ！
長女　　（殴りながら）　出ていかないと殴るわよ!!
何か　　もう殴ってるなり!!　落ち着くなり！　（かわす）
長女　　えいっ！　
何か　　（避けながら）ちょっと！　やめて！痛い！　お願い！　話を！　聞いて！　なり！
長女　　（殴りながら）あんたの！　話なんか！　聞く！　必要！　なんて！　ない！

お互いにらみ合い。

何か　なりを続けるのも大変なり。ポチッとな。ピシュン。パシューン。（急に調子が変わって）ね、話を聞いて。私はあなた達に危害を加えたりはしない。誤解ですって！
そこへ弟やってくる。

弟　　ただいま〜

長女　　来ちゃダメ！！！

弟　　え？

長女　　今入っちゃダメよ！

弟　　お姉ちゃん？

長女　　私の後ろに！

弟　　何？　あ！　なんかいる！

何か　　怪しいものじゃないです。

弟　　そうなの？（近づこうとする）

長女　　（弟を引っ張り戻して）騙されちゃダメ！　悪者はまず信用させてから私たちを絶望に突き落とすのよ！

母が帰ってくる。

母　　ただいま〜

長女　　あ！お母さん！

何か　　助かった。

弟　　？

母　　あら？　届いてたの！　早かったじゃない!!　（母，ＰＰのほうへ行く）
長女　　え？

母　　じゃあ、びっくりさせちゃったわね。うふふふふ。

弟　　？

母　　紹介するわね。あなた達の新しいお父さんよ。

長女・弟　　え？

PPー０１０３（以下PP）　　ど、どうも〜〜。

長女・弟　　新しい、お父さん？！

弟　　お母さん、、、結婚するの？

母　　違うわよ。

弟　　え？だって。新しいお父さんなんでしょ？

母　　これはロボット。

長女・弟　　ロボット？

母　　正確にはお父さん代行ロボットPPー０１０３（ゼロイチゼロサン）。

弟　　本当に？本当にロボット？

母　　そう。

弟　　嘘だ〜。だって（触ってみる）柔らかいよ？

母　　そうよ。

弟　　えええ！だってロボットって機械でしょ！？硬くないの？！

PP　　硬くも出来るますよ。PPボデー！

弟　　全然変わってないじゃん。

PP　　そりゃそうさ。身体の硬さだけ変えたんだからね。殴ってみたら分かるよ。

弟　　よーし！（構える）セイッ！！（正拳突き）

弟が思いっきり殴るとガキンと金属音がする。

PP　　ガキン！
弟　　痛って〜〜〜〜！！

母　　気をつけて！

PP　　硬度１５のダイヤモンドより硬くなります。

弟　　すっげー。

長女　　なんで？なんで新しいお父さん？

母　　ほらお母さん仕事でなかなかうちにいられないしあなた達だけじゃ物騒だと思っていたのよ。でね、誰かうちにいたら良いんじゃないかって思ってたら知り合いの人がだったらこんなのが良いんじゃないかって紹介してくれたのよ。

いつの間にか弟はPPの手を伸ばしている。

弟　　すっげ〜〜!!
PP　　そうか？凄いかい？

弟　　凄いよ！　え？　他にどんなこと出来る？　ビーム出る？　空飛べる？　変形合体とか、手がミサイルになったりとか?!
PP　　うーん。そうだなあ。

母　　こらこらそんなに矢継ぎ早に次から次へと質問したらお返事出来ないでしょ。

弟　　ええええ。だってさあ〜。

PP　　（母に）大丈夫です。（弟に）いいよいいよ。何でも答えるよ。

母　　まったくすっかり馴染んじゃって・・・

長女一人ぽつんとしている。

母　　ちょっと。大丈夫？

長女　　え？　うん。私ちょっと。

長女居間からいなくなる。

心配そうに見つめる母。その様子に気づくPP、弟も目でおっている。

ため息をつく母。その様子を見ていた弟。

弟　　おれ見てくるよ。

母　　え？あ、うん。よろしくね。

弟、長女の後を追うように居間から去る。

◯３　子ども部屋
こども部屋には長女。机に突っ伏している。そこへ弟が入って来る。

弟は長女をちょっと見る。

弟　　ふーーーーーーん。（からかう様子で）
長女　　何よ

弟　　別に。

こども部屋の外から心配そうにしている母とPP。（PPは中を覗き見られるような装置を使っているかもしれない。）

PP　　大丈夫かな？

母　　思春期の娘なんてこんなもんでしょ。

弟は長女から離れるが、また長女を見て

弟　　ふーーーーーーん。

長女　　何よ。

弟　　別に。

長女　　（ちょっと弟の方を見たりして）言いたいことがあるなら言ったら良いでしょ。

弟　　別に。

母　　本当に名乗らなくて良いの？

PP　　実はロボットの正体はお父さんでした〜って言われてもどう受け止めていいか分からないでしょ。

長女　　あんた本当可愛くない。

弟　　オレ、男だから別に可愛くなくていいです〜〜。

長女　　そういう意味じゃない！

弟　　お姉ちゃんは本当に可愛くないよね。

長女　　なんだって！！！

長女は、弟を追いかけ回しながら攻撃。

PP　　あんな風に兄弟喧嘩するようになったんだねえ。

母　　10年ぶりだもんね。二人に会えて嬉しい？

PP　　うんうん。お姉ちゃんのことは見た瞬間に抱きつこうとしちゃった。

母　　それで帰ってきた時にあんな感じだったのね。

弟　　面白いよ、あいつ。

長女　　なんのこと？

弟　　PPー０１０３のこと。

長女　　ふーん。

弟　　お父さんがロボットとか面白いじゃん。

長女　　あんたはそれでいいわけ？

弟　　うん。

長女　　なんで？

弟　　だって、ロボットだよ？　ロボット！　俺は嬉しいけどな。ロボットと同居なんてちょっと面白そうじゃん。それにあんなお父さんだったら良いけどな。（大喜びで部屋に入っていこうとするPP）

長女　　やめて。（大慌てで出ていくPP）

弟　　ええ？　なんで？　いいじゃん。ああいう面白いのがお父さんなんて楽しそうじゃん。

長女　　やめて！あんなのお父さんじゃない。

母　　（PPを指差し）あんなの。

PP　　やめて。

長女　　お父さんは、もっと、こう、頼りがいがあって、優しくて、なんでも知ってて、広い背中をしてて、私のピンチには「娘には指一本触れさせんぞ！」ってかばってくれるんだもん！

弟　　何のドラマの影響？

しばらく見つめている弟。しんみりする母とPP。

弟　　俺、寝るね。

長女　　あ、うん。

弟一人寝る。小さなスタンドの明かりに照らされる長女。

母　　やっぱり本当のお父さんだって気づかないのね。

PP　　まあ、ロボットになっちゃったからね。

母　　どこであんなこと思うようになったのかしらね。

PP　　私が死んでからもう10年か。

母　　唯一生き残ったあなたの脳をつなぐロボット人体を作り出すまで10年もかかっちゃったからね。

PP　　私には10年前のあの子たちの記憶しかない。５歳と１歳の二人。

母　　ロボットになるなんてやめれば良かった？

PP　　いいや、今は近くにいられる。あの子達に何かしてあげられる。

母　　脳みそだけだけど本当にお父さんなんだから自分のこと伝えたほうが良いんじゃないかしら？

PP　　お父さんであることは秘密だよ。男の子はメカが好きだから良いけど、思春期の女の子にはショックだろうからね。

母　　やっぱり脳みそだけお父さんじゃダメかしらね。

長女　　お父さんか。

長女、小さなスタンドを消す。

　　　　　　　　　　　
◯４　夜、街角
　　　　　　　　　　　　　　　　　　音②　アリアナグランデ「プロブレム」
謎の黒い一団がやってくる。　　　　　　―登場したら音②ＯＦＦ
黒１(石川)　本当にここか？

黒２(村松)　　はい。お隣さんからの報告ではこちらの家で間違いないかと。

黒３(石橋京)　　教授。

教授　　ふむ。ここは間違いなく私の弟子、博士の家だ。

黒４(川上)　　お隣さんをお連れしました。

お隣さん　　突然悲鳴が上がって、その後、光やら音やら凄かったから気になって見てみたのよ〜。そしたら・・・・

教授　　おそらくPPー０１０３で間違いなかろう。

黒５(田村)　　では踏み込みましょう！

教授　　待て！　今はまだ何も起きているわけではない。これでは取締はできない。

黒６(坂本)　　ではどうしましょう。

教授　　待つのだ。彼らが、PPー０１０３が、何かことをしでかすまで待つのだよ。それまで監視を怠るな！

黒の一団　　はっ！

謎の黒い一団は去る。

　
◯５　朝、リビング①
ニワトリ　（上手から出てくる）　コケコッコー！

PP　　あっさでっすよーーーーー！！！

長女　　え？　もう朝？

PP　　朝ごはんはどうします？　パンですか？　ご飯ですか？

長女　　もう少し寝かせてよ。

PP　　そういうわけにはいきませんよ。

弟　　そうだよ!!　今日はオレの試合だぞ!!
長女　　え？　そんなのお母さんが行けばいいじゃん。

PP　　お母さんはお仕事に出かけましたが？

長女　　え？　いないの？

PP　　はい。

弟　　オレパン！

PP　　はいかしこまりました！

PPお腹の装置にパンを入れると

PP　　ちーん！焼けました！

弟　　うっはーーー！　ホントだ、焼けてる!!
PP　　どうですか？　お味は？

弟　　うまい！

PP　　パンですか？　ご飯ですか？

長女　　どっちでもいいよ。

PP　　パンなら半熟目玉焼き、ご飯なら海苔の佃煮と豆腐の味噌汁が付きますよ。

長女　　え？　なんでなんで？　どっちも大好き！

PP　　お母さんから聞きました。

長女　　決められないよ〜〜。

弟　　早くしろよ！　先輩が来ちゃうだろ!!
長女　　え！　先輩って？　先輩？

弟　　うん。

長女　　なんで先輩が来るのよ!!
弟　　今日母さんいないって行ったら迎えに行ってやるよって。

長女　　いらない。

PP　　え？

長女　　私、朝ごはんいらない。

PP　　いけませんよ。朝ごはんを抜くと力が出ません。バイオリズムも狂います。たかだか弟の空手の試合の引率程度とあなどって午前中の活動に必要な栄養を取らずに行動することは不測の事態を引き起こすことになると

長女　　いらないって　言ってるでしょ！

　　
先輩、登場。
音③、キンコーン。（玄関ベル）
長女　　は！

弟　　先輩だ!!　はーい！（玄関へ向かう）

長女　　（弟を突き飛ばしながら）はいはいはいはい！

弟　　痛って〜

玄関前で軽く身だしなみ。玄関を開けながら。

長女　　おはようございます。

先輩　　あ、おはよう。あの〜

弟　　何すんだよ！

長女　　なんのこと？

弟　　あ、先輩オザーッス！

先輩　　朝から元気だな。これなら今日はバッチリだな。

長女・弟　　はい！

先輩　　お姉さんも気合が入ってるのか。良かった良かった。

PP　　では参りましょうか。

先輩　　ん？　この人は・・・・？

長女　　人？　え？（PPを見て）あ！　あの〜〜〜これはその〜〜（ヒソヒソと）あんたも来るの？

PP　　ええ。

長女　　留守番してなさいよ。

PP　　お母さんからお二人の面倒をお願いされていますので。

弟　　早くしないと遅れちゃう。

長女　　（弟に）わかったわよ。（PPに）余計なことしないでね。

PP　　もちろんです。

◯６　街路、駅、市民体育館、帰路
絵本がめくられる。　　　　　　　音④　「駅の雑踏」ＯＮ
PP　　試合はどこでやるんですか？

弟　　市民体育館だよ。

長女　　電車、間に合ったわね。

PP　　では切符を買ってきます。４人分ですね。

長女　　いいよ。みんなスイカ持ってるから。

PP　　え？　スイカ？　
先輩　　あ、ボクもパスモ持ってるから大丈夫ですよ。

PP　　ぱ、ぱすも？

弟　　本気かよ。

長女　　こういうの。ほら。

長女ほか、改札を入る。

PP　　そ、それは非接触ICカード?!　み、見せてください！

PP、改札を入ろうとしてゲートが閉まる。　　
PP　　あ。

長女　　持ってなかったら切符買わなきゃ入れないわよ。

先輩　　ね。あの人って・・・・？

弟　　あ、あれはロボッ（何とかしてしゃべらせない）

先輩　　え？　ろぼ？

長女　　ろ、ロボロフスキーって言うんです。

先輩　　え？　外人？　なんで君のうちにいるの？

長女　　あの〜〜　最近こっちに来て

先輩　　へ〜。面白いね。なんかそういうの良いね。

長女　　え？　なんかそういの良いね。なんかそういうの良いね。（リフレインで味わってる）

弟　　電車来ちゃうよ！

PP　　私のことは気にせず先に行って下さい。　　　　
―この辺りで音④「駅の雑踏」ＯＦＦ
弟　　でも。

長女　　大丈夫、乗るわよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電車に乗る三人。　　　　　　　　　　　　音⑤　「電車の音」ＯＮ
長女　　これで邪魔者はいなくなった。

先輩　　え？

長女　　いえ、なんでも。

弟　　あいつ、ちゃんと来れるかな？

長女　　心配いらないわよ。

窓の外を走るPP。
PPやってくる様々な障害物や人々を避けながら爆走！

長女　　え？

先輩　　どうしたの？

長女　　いえ。なんでもないです。

弟　　す、すげー!!
先輩　　え?!　ウオッ!!　電車と並んで走ってる！

電車のアナウンス　　市民体育館前〜〜　　　　　―音⑤　「電車の音」ＯＦＦ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
PP　　ふ〜〜　間に合いましたね〜。

弟・長女　早っ!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音⑥　雑踏ＯＮ
先輩　　混んでるなあ。

PP　　おまかせあれ。PPアイ！！ピピッピピッあそこが空いてます。

弟　　本当だ。

長女　　でも前がつかえて先に行けない！

弟　　席取られちゃうよ。

PP　　おまかせあれ。PPアーム！ニュニュニュニュニュ！（腕が伸びて荷物を席に乗せる）席を取っておきました。

係員　　荷物で席を確保するのはやめてくださーい。

弟　　ダメだって。

先輩　　でも、混んでて先に進めないからなあ。

PP　　おまかせあれ。PP軟体！ニュルン！ニュルン！着きました。

先輩　　あの人本当に何者？！

長女　　はあ。
係員　(アナウンス)登録している選手の皆さんはお集まり下さ〜い。

弟　　うわ！ もう時間か。

PP　　ちょっと待って下さい。PPサーチ！！ピコーンピコーン。大丈夫です。今日のあなたは絶好調です。

弟　　本当？　よ〜し！　やるぞ〜！

長女　　がんばって〜〜!!　　　　　　　　　　―この辺りで音⑥　雑踏ＯＦＦ
　　弟への声援が響き渡る。
しばらく試合の行方を観客席の身振り手振りだけで想像させる。やがて夕方になる。

弟、空手の型を演じるが、もう少しというところで、型を忘れる。
声援、止む。
弟　　あーっ!!
　　弟、下手に駆け去る。長女、先輩，ＰＰ追いかける。
カラス　　カー、カー。

四人は帰路につく。（下手から出てくる）
先輩　　よくやったよ。

弟　　ううっ（泣）

先輩　　また練習して強くなろうな。

弟　　ううっ・・・明日は朝から走ります!!
先輩　　そのイキだよ！　じゃ、また道場でな。

PP　　行きましょう。（弟を連れて家に入ろうとする）

長女　　あ、あの!!　その、えっと、ありがとうございました。

先輩　　また会いましょう。

長女　　は、はい!!　
先輩の帰る姿をうっとりと眺めている長女。静かにPPが近づいて。

PP　　また会いましょう、また会いましょう、しょう、しょう、しょう。
（脳内リフレイン再生）

長女　　な、なによ!!　今日は疲れたからもう寝る!!　寝る寝る!!
◯７　黒の一団、家に入る。
フクロウ　　ホ～ホ～。

　　　黒の一団の踊り　　　　　　→音⑦　アリアナグランデ「プロブレム」
黒４　　教授！
黒全員　　総員揃いました！

教授　　シッ！　そんな大きな声を出しては家の者が起きてしまうぞ！

黒４　　失礼しました。

黒１　　家のものは、みな寝たようです。

教授　　うむ。では行こう。（教授、黒の一団ぴょんと半回転する。）
黒の一団が家の中に入る。一歩、二歩、(三歩)と進んだところで、
黒２　　教授どうしたら良いですか？

教授　　（黒２の首根っこをつかんで前方に来る。一団取り囲む。）さっき確認しただろう。設計図だ。とにかくあのロボットのすべてを知らなくては！　あらゆる情報を手に入れろ！　そのためにこの家の母親に一日では片付かないほどの仕事を任せたんだからな。

黒２　　さすが教授。
黒全員　　(教)授！
黒の一団が家の様々な場所に散って探す。

黒７(下間)　　教授！ノートです！

教授　　おお！（見て）弟のものだろ！

黒２　　教授！　パソコンです！

教授　　おお！（見て）だから子どもが使ってるやつだろ！　ゲームしか入ってないじゃないか！
黒３　　教授！目覚まし時計です。

教授　　鳴られたら困る。止めておきなさい。

黒５　　教授！　ポテチです。

教授　　捨てなさい。

黒１　　教授！（冷蔵庫の中からお皿を出して）美味しそうです。

教授　　食べておきなさい。

黒の一団　　いいなあ。

黒４　　教授！　男の子です。

教授　　え？
黒の一団　　えっ！
弟が立っている。黒の一団全員に緊張が走る。
音⑧「格闘音」ＯＮ
　　弟と黒の一団との格闘が始まる。ひとしきり暴れたところで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―音⑧「格闘音」ＯＦＦ
弟　　オシッコ。　　　　　　　　　　　　　
教授　　連れていきなさい。

黒１３　　教授！

教授　　今度は何だ?!
黒１４　　設計図です!!　　
教授　　（あわてて黒から紙を奪い広げる）こ、これは！！

PP　　ピシューーーーン!!　怪しい音！　PPセコム!!　　
黒の一団は全員壁に張り付いたり、机や彫像になったりと、とにかく隠れる。

PP　　怪しいことがあったら即セコムに連絡だ。ピピッピピッ！　ピーーーーー!!　　
PPセコムが反応する先には、弟が立っている。

PP　　どうしました？

弟　　（寝ぼけている）あれ？　ぼく、ボヤッキー？

PP　　ああ、違うよ。君はジャッキー・チェン、いやブルース・リーさ。

弟　　あ！　光の剣が!!　
PP　　はいはい。寝ましょうね。

黒の一団は、全員ほっとする。ＰＰ去りぎわに振り返ると、黒の一団にまた緊張が走る。ＰＰ去り、黒の一団胸をなで下ろす。
教授　　よし！　帰るぞ！

黒の一団足早に去る。（上手にはける）
◯８　朝、リビング②
ニワトリが出てくる。朝。

ニワトリ　　コケコッコー！

PP　　あっさでっすよーーーーー！！！

長女　　え？　もう朝？

PP　　朝ごはんはどうします？　パンですか？　ご飯ですか？

長女　　いらない。

PP　　え？

長女　　いらない。

PP　　ダイエットですか？

長女　　違うわよ。

PP　　昨日お風呂から出てきて体重気にしてましたよ。

長女　　キモ！
弟　　うわあああああああ！！！！

長女　　今起きたの？　朝走るって言ってなかった？

弟　　花壇の掃除！　当番なのに！

PP　　それはいけません！　ピ〜ヒョロヒョロヒョロ〜学校までの距離を考えるとあなたの速度では間に合わないでしょうね。

弟　　また先生に怒られる〜〜

PP　　怒られるのは嫌ですか？

弟　　嫌だよ！　（弟、走って行く。）
お隣さんがやってくる。

お隣さん　　ちょっとちょと！　大丈夫なの？

長女　　あ、お隣さん。

お隣さん　　今おたくの坊っちゃん、血相変えてどうしたの？　泣いていたわよ！
長女　　え？　あの、それは・・・

お隣さん　　あら奥さん。いらしたの？

母　　ご心配おかけしちゃってすいません。

お隣さん　　心配って言うかね。私も隣に住んでるってだけで

母　　あなたももう学校行かなきゃ間に合わないわよ。

長女　　え？　あ。

お隣さん　　あら。お嬢さん、もう行くの？

長女　　行ってきます！

母はお隣さんとおしゃべりしながら、奥へ連れて行く。

PP　　間に合いますか？

長女　　うわ！　なについてきてんのよ！

PP　　授業開始まであと３分なので心配になりまして。

長女　　え？　嘘？　絶対間に合わないよ。

PP　　ではお送りしましょう。

長女　　送るって？

PP　　ハイスピードモード、オン！

PPが長女を背負うか、車モードになって背中側に乗せる。
音⑨「　　　」ＯＮ
PP　　しっかり捕まってくださいね。

長女　　え？　ちょっと！

PP急発進。　周りの風景(街行く人々・通行人)がゆっくりと過ぎていく。

長女　　こんなこと、ずーっと昔にあったような気がする。誰かの背中でとっても安心していたような。

PP　　何か言いましたか？

長女　　は、早すぎない？

PP　　間に合いませんから。

長女　　ね、ねえ。私あなたに会ったのってはじめてよね？　うちに来たのってはじめてよね？

PP　　・・・しゃべらないで舌噛みますよ。

急ブレーキ！！（ＰＰの声で）　　　　　　　　―音⑨「　　　」ＯＦＦ
PP　　さあ、着いたよ。

長女　　あ、あの・・・

音⑩　チャイム。　　
PP　　ほら、遅れるよ。早く行って。

長女走っていく。PPちょっと見送って、ついていく。
教室のいす５脚、通行人役が出す。
◯９　教室の授業
学校の教室。長女走ってくる。(下手から)
長女　　間に合った！

先生　　はい。席に着くー。

生徒たち席に着く。（起立、礼。）
先生　　はい。では始めまーす。前回は５２ページの途中で終わりましたが・・
PP窓から覗く。気づく長女。

長女　　いっ！！！

先生　　どうした？

長女　　い、いえ。

先生　　では続きから始めましょう。

長女　　（小声で）なんでここにいるのよ。

PP　　気にしないで

長女　　（小声で）気にしないわけないでしょ？

PP　　どんなことをしているのか把握しておくと今後の参考になるのではないかと思いまして。

長女　　あのね。そういうのは学校公開っていうのが・・・

生徒　　ちょっと！（うるさい）

長女　　ごめん。

先生　　はい、ではここやってもらうぞ。誰か？　やらないか？

誰も手を挙げない。

先生　　なんだ？　みんなどうした？

生徒　　だって、ねえ。

生徒　　プレッシャーだよね。

PP、長女の背後から長女の腕を上げる。

先生　　お。積極的だな。じゃあやってみろ。

長女　　え？　あの、私・・・

PP　　（大丈夫、大丈夫。がんばって。を身振りで）

ここからは先生の出す問いにPPが何とかヒントを出して長女が答えていく。

先生　　はい。ではー、聖徳太子が制定したとされる法律は？

長女　　十七条の憲法。

先生　　でーはー、元素記号１７番目は？

長女　　え？あ、塩素？

先生　　その記号は？

長女　　CL。

先生　　CLで始まる英単語を三つ答えよ。

長女　　CLOCK、CLOSE、CLINIC

先生　　凄いな。では、一番むずかしい問題だ。花子さんは千円持って病院へ行きました。病院に着くまでに花屋さんで３８０円の花を買い、ケーキ屋さんで２５０円のケーキが３０円安くなっていたので二つ買い、バスで５０円を払いました。さて花子さんは誰をお見舞いに行ったのでしょう？

長女・PP　　え？

先生　　さあ、分かるかな〜

長女　　そんなの分からないよ。

先生　　コッチコッチコッチコッチ

長女　　え？　え？　時間制限？　え？　ちょっと待って。え？　花子さんは千円持ってて。

先生　　コッチコッチコッチ

長女　　花を買って、ケーキ買って、バス乗って

先生　　タイムアップ！　さあ？　答えは？

クラスメイト全員　　答えは？

長女　　わ、分かりません。

先生　　そんな回答ではいかんなあ。

クラスメイト全員　　いかんなあ。

長女　　ええ・・・っと・・・

PP　　ぐぬ〜〜〜　許せん!!　　
PP　　不当だ！！！　このような問題は不当だーーー！！！！

先生　　なんですかあなた?!
長女　　ちょっと！

PP　　あなたは教職を務める方ですよね？　そのあなたが最後のあの設問はなんですか？　その前までの見事な問題から考えるといたずらに生徒を混乱に陥れているとしか思えない!!
長女　　やめて！

先生　　あなたはなんですか?!
PP　　どのような意図を持ってこのような授業を行っているのか説明していただきたい！

長女　　やめてよ!!
PP　　ただ生徒を追い詰めるだけに作られたようなこんな問題では娘が答えられなくても当たり前です！　なのに、答えを焦らせるようなあの対応！

先生　　娘？　お前の保護者か?!
長女　　いや、あの・・・

PP　　説明して下さい！　で、なければ！　断固謝罪を求めます!!
先生　　お前父親は死んでるんだろ!?　知ってる人なのか?!（長女の腕をつかむ）

PP　　貴様!!　何をやってるんだ!!　父親が死のうが生きていようが貴様に何の関係がある！

先生　　は？　生徒指導上生徒の個別の事情を把握するのも教師の役目ですから！　どうなんだ?!　ん?!
PP　　もう許せん！！！！　貴様の行為、万死に値する!!　モードチェンジ!!バトルモード!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音⑪　「バトル音」ＯＮ
バトルモードのパーツが飛んでくる。（ここでは、生徒役２人が持ってきて着せる。ＰＰがピシューンとかバシューンとか言いながら着る）

PP　　完成！　バトルモード!!　さあ、先生!!　どうなんですか?!（先生の胸
　　ぐらをつかむ）

先生　　離して下さい！　離しなさい!!
他の先生が入って来る。

他の先生　　こら！　何をやってるんだ!!
PP　　離せ！

PPの動きで吹っ飛ぶ他の先生。

他の先生　　捕まえろ!!
それぞれの攻撃スタイルで捕まえようとする先生たち。そのことごとくを跳ね返すバトルモードPPー０１０３。

PP　　娘に危害は加えさせんぞ!!　謝れ!!
長女　　やめて!!　　　　　　　　　　　　　　　―音⑪　「バトル音」ＯＦＦ　　　
全体の動きが止まる。

長女　　もういいから。学校、来れなくなっちゃうよ。

PP　　え？

他の先生　　かかれ!!
取り押さえられるPP。真ん中にイス２脚。いらないイスは、ハケル。
イスに座らされているPP。
横に校長と副校長、腕を吊った先生。そこへ母がやってくる。

◯１０の１　学校（会議室）
母　　本当にすいません。

校長　　まあ、行き違いというのは誰にでもありますから。

副校長　　受験の予行演習として無茶な状態で答える練習をしていたということなので誤解したとしてもしょうがありませんが、しかし、器物損壊と怪我人が出ているということを考えますとね。

母　　本当にすいません。

校長　　さっきのお話ですとこの方・・・方？というか、このロボットは実験機種ということですから、ま、ね。

副校長　　だからですか？　このロボットが娘さんを自分のこどもだと主張していたとか？

先生　　はい。確かにそのように言っていました。

母　　多分プログラム上の不具合だと思います。

副校長　　そんな危ないものを外に出していた責任というものもありますからね。

母　　本当にすいません。

校長　　まあ、今日のところはね、彼も行き過ぎた指導があったということですから。

副校長　　今後のことを追って協議させていただければと考えておりますので。

母　　本当にすいません。

校長　　では。

去る校長、副校長、先生。
椅子２脚を持ってはける。
○１０の２　路上（午後）
　　下手から出てくる。
母　　さて！　帰るわよ。

長女　　お母さん。

母　　お腹へったわね。なんか食べよ。なんにする？　焼肉？

長女　　お母さん。いつまでこいつ置いておくの？

母　　ん？

長女　　だって。

母　　PPー０１０３は嫌い？

長女　　だって。

母　　ん〜〜〜まあ、たしかに今回はやりすぎたかな。

長女　　返品する？

母　　え？

長女　　だって、教室の壁は壊しちゃうし、先生の腕は折っちゃうし。危ないロボットだったら返品しちゃうよね？

母　　まあ、でもね、今度のことでコイツも行き先がなくなっちゃったからさ。

○１０の３　路上、黒の一団現れる
謎の声（多分黒の人）　　では、こちらで引き取ろう！

黒い一団が出てくる。

長女　　あなたたちは何？

黒４　　学校という公共空間に損害を出し、生徒たちを恐怖に陥れ、あまつさえ人に危害を加えるとは、これではロボットとして世に出すわけにはいかない！

黒１　　我々、非公式政府組織ロボット警察に引き渡してもらおうか！

長女　　ロボット警察？

母　　そんな組織知らないわ。さ、帰りましょう。

教授　　君が知らないわけないだろう？

母　　教授。

教授　　PPー０１０３にまさかあんな仕掛けをしておいたとはね。

母　　何のことでしょう？

教授　　PPー０１０３の頭のことだよ。まさか１０年前に死んだきみの夫の脳を移植するとは。

長女　　え？

母　　帰るわよ。

黒２　　帰ってもらっても構わないがPPー０１０３はこちらで確保させてもらいますよ。

PPを黒の一団が取り囲む。

母　　やめて。

教授　　君はよいサンプルを集めてくれたよ。この実証実験を元にさらに研究が進められる。ロボットの身体に人の脳を乗せることで寿命も健康も心配がなくなる！　夢のような世界が達成出来るんだ!!
母　　教授あなたの考えは間違っています。人は限りある生命だからこそ素晴らしいんです！

教授　　では君のしたことはなんだ?!　PPー０１０３に積んである脳をどう説明するのかね？

母　　・・・

教授　　答えられまい！君は君の欲望に負けたんだ。自分の夫にまた会いたい。自分のこどもたちに父親に会ってもらいたい。そんな普通の欲望に負けたんだよ！　連れて行け！

PPが連れて行かれそうになるとその前に長女が道をふさぐ。

黒数人(2,3)　　どきなさい！

長女　　（首を横に振る）

黒数人　　どきなさい！

長女　　やめて!!　連れて行かないで！

教授　　どうしたんだい？　さっきは返品したらって言ってたじゃないか？　それがどうして止めるんだい？

長女　　分からない。でも、嫌なの。

教授　　君が嫌でもやらなくてはいけないことはやらなくてはいけないのだよ。

長女　　お願い連れて行かないで。

教授　　いいかい？　このロボットは人を傷つけた。ロボットにはロボットの法律、態度ってものがあるんだ。ロボットは人を傷つけてはいけない。それがロボットの絶対に守らなくてはいけない約束なんだよ。その約束をこいつは守れなかった。だから連れて行くんだ。

長女　　連れてってどうするの？

教授　　それを君が知ってどうするのかね？

長女　　答えて！

教授　　我々の研究のために調べ尽くす。その後は、、、スクラップだ。

長女腕が下がる。

教授　　行け！

長女黒の一団にしがみつく。

黒５　　やめろ！

黒７　　やめなさい！

黒４　　やめるんだ！！

長女を投げ飛ばす。長女食い下がる。

PP　　何をする！！

母　　ダメよ！

PP　　自分の娘に手を出されて黙っている父親がどこにいる!!　チェンジバトルモード!!　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音⑫　⑪と同じ音「バトル音」ＯＮ
　（ここでは、お隣さんが持ってきて着せる。ＰＰを激励する）

PP、黒の一団を投げ飛ばす。長女と母を背中にかくまいながら

PP　　私の娘には指一本触れさせんぞ！

PPと黒の一団の壮絶な戦い。

黒４　　教授歯が立ちません！

教授　　なんとかしろ！

黒５　　なんともなりません。

黒３　　教授。対ロボット兵器の使用を許可してください。

教授　　サンプルを取るまでは手荒なことはしたくなかったが、ええええい！仕方ない。対ロボット兵器の使用を許可する！　　　―この辺りで音⑫ＯＦＦ
黒４　　総員配置につけ!!　
教授　　これでお前の息の根は止まる！　覚悟するんだな！

黒の一団は秘密兵器を手にする。バチバチバチと音がする。攻撃、しようとしたところに長女が割り込む。

黒７　　やめなさい！　やめるんだ！

長女　　あんた達がやめなさいよ！

母　　やめなさい！

PP　　やめるんだ!!　
長女　　指図しないで！

黒１か５　　離しなさい！　（掴まれた人が言う）
長女　　あんた達がやめたら離すわよ！

黒は教授に目配せ。教授首をかっ切るポーズ。

PP　　やめろーーーー！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音⑬「ロケット弾の音」　　
スローモーション。長女に攻撃しようとする黒の一団。何とか間に入り守るPP。しかしその瞬間攻撃をされて動けなくなるPP。

PP　　ウガーー！！

PPその場に崩れ落ちる。その場全体が止まる。

長女　　そんな、、、、うそ、、、、いや、、、、いやだよ。、、、起きて、、、、起きてよ、、、、あんたロボットでしょ？、、、、強いんでしょ？、、、、、、こんなの、、、、こんなの嫌だよ、、、、、、だから、、、、だからあんたなんか嫌だったのよ、、、、、なんでよ、、、、なんで二回もお父さんが死ななくちゃいけないのよ！　起きて！　起きてよ!!　お願いだから起きて!!　お父さん!!
長女、PPの胸のあたりをドンドンと叩く。
すると「ドクン」と心臓の音がする。　　　　　　　　音⑭「復活音」
PP　　ピシューーーーン。パシューーーーン。キュイーーン！

長女　　あ。あ。

教授　　貴様、なぜ?!
PP　　娘の声を聞いて、頑張らない父親などいないのだよ！

教授　　ぐぬぬぬぬぬぬ〜〜。もう手加減はいらない！　こうなったら奥の手
　　だ！

黒５　　本日２回目の奥の手です。

教授　　うるさいうるさいうるさ〜い！　OYZ９３１をもってこい!!
黒４，５　　ハッ！

母　　教授、まだあんなロボットを作ってたんですか？

教授　　ロボット分野で一番需要があるのがなんだか知ってるか？　戦争なんだよ！　戦争で利用されることで技術革新は進むんだ！　戦闘用ロボOYZシリーズの前にお前たちは敗北するのだ!!
そこへヘリコプターの音。サーチライト。　　音⑮「ヘリコプター音」ＯＮ
黒の一団は、ヘリコプターめがけて銃を構え、動く。
ヘリ　　そこの武装している集団！　大人しく投降しなさい！
教授　　え？

黒たち　　逃げろ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音⑮「ヘリコプター音」ＯＦＦ
母　　教授終わりです。あなた達は捕まるんです。

教授　　な、なにを?!
PP　　（母に向かって）タイミング、よすぎない？　
母　　さっき、電話していたんです。
PP　　さすがお母さん!!
黒たち　　教授〜〜　捕まってしまいました〜〜

教授　　げっ！　こ、こうなったら私だけでも逃げてやる！

逃げる教授。立ちはだかる長女。母。PP。

PP　　諦めるんだな。

教授　　くっそーーー!!　（観念してしゃがみこみ）誰か捕まえてください！　
教授を警官が連れて行く。

PP　　良かった。きみが、無事で、、、、、、、ピシューーーーンパシューーーーン。
　　（倒れる）

長女　　え？　ちょっと！　ちょっと!!　・・・・
暗転。

◯１１　再び、朝
暗転の中で

ニワトリ　　コッケコッコー！！

PP　　あっさでっすよーーーーー！！！

溶明。
長女　　え？　もう朝？、、、、、え？　朝？　あ！　PP！　いるの！　ちょっと！　どこ!!
返事はない。母がやってくる。

母　　朝ごはんどうする？　パン？　ご飯？

長女返事しない。

母　　（ため息）（でもどこか嬉しそう）

弟　　ねえお母さん、PPー０１０３は？

母　　ね、テレビつけて。

弟　　ええええ？　お母さん！　PPー０１０３だってば。

弟、テレビをつけると、テレビの中にPPー０１０３がいる。

PP　　どうも〜〜〜

弟　　え?!　いる!!　どうしたの?!　
PP　　いや、ちょっとボディが壊れたものですから。こちらに。

長女嬉しそう。

　
　　　　　音⑯（栗コーダーカルテッド「お祖父さんの11カ月」）　　　　　　　　　　　　
出演者全員が登場する。群読　。
舞台前方の中央、上手、下手側に分かれて立つ。
どこかの国の誰かの話

信じられないありえない話

誰かのために

あの子のために

がんばるロボット

そんなお話　　
まだまだ続く?!
　
　　　全員が楽しげに踊っている
　　　　　　　　　　　緞帳down　―おわり―
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